
♪「ありがとう」いっぱいの温かいときが…♪
～６年生「ありがとうウィーク 」から～

２月２８日（月）～３月４日（金）までの一週間，新児童会本部，５年生を

中心に，お世話になった６年生への「ありがとうウィーク」が行われました。

昨年は体育館で全校がその場で６年生へありがとうを伝えるという形でした

が，コロナウイルス感染拡大防止のために，制限がある中でも６年生のために

できることを全力で考えて，この取り組みを行ってくれました。

↑リモートを活用して６年生８３人一人ひとりの紹介とメッセージを伝える↑

↑６年生が１年生の時からのあゆみをもとに考えた「６年生クイズ～♪」↑
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↑校舎内のいたる所にかざられた手作りの心のこもったメッセージの数々↑

←そして６年生へのサプライズプレゼ

ントと新児童会代表のメッセージでし

めくくられました。６年生によろこん

でもらいたい，心を込めてありがとう

を送りたいという５年生を中心とした

みんなの想いが学校中にあふれていま

した。温かな時が流れました。「ありがとう」には心を込めて感謝を伝えると

いう意味とあたりまえでないとても有り難いことという意味があります。６年

生の最上級生としての１年間に，５年生を中心に下級生が６年生を想い全力で

考え取り組んでくれたこと，そこから生まれた温かい時間の全てに「ありがと

う」を心から伝えたいと思います。子どもたちみんなの未来に幸せあれ！

１１年たっても・・・あの時を忘れない－
２０１１年３月1１日から１１年がたとうとしています。子ども

たちは東日本大震災のときは，生まれていなかったり小さかったり，

おそらくその記憶はないと思います。ですから，そのことを大人が

伝えなければならないと思います。今年も感染症対策を何より優先

しなくてはならない状況でしたが，１１年たっても決して忘れては

いけない「３．１１」に寄せて，「命がいかに大切なものであるか」

や「当たり前の大切さ」を機会あるごとに子どもたちと共に考え，大切なことに思いを

馳せる機会にしていきたいと思います。

本校ではホームページを通じて，学校生活の様子を伝えています。ホームページの「お知
らせ」のコーナーに最新の様子が掲載されています。是非アクセスしてみてください。

http://www.city-kai.ed.jp/smsho/
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